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宿泊を伴うゴルフ実習における心理社会的効用 

―大学生を対象とした量的および質的データを用いた検討― 

 

八田直紀（国際基督教大学大学院 アーツ・サイエンス研究科） 

 

【問題・目的】 

 ストレス社会とも言われる現代の日本では，国内のうつ病患者数は約 70 万人，気分感情障害

患者の数は約 96 万人にも上る（厚生労働省，2012）。こうした問題に対して，現在では，休養と

抗うつ薬などによる薬物療法のみならず，社会的スキルやストレスへの対処方法など，対象者自

身が心理・社会的なスキルを獲得することを目的とした介入も行われている（田上・伊藤・大野・

白井・嶋田・鈴木，2010）。 

例えば，このようなこころの問題や心理社会的スキルの獲得に関して，成功や失敗，課題克服，

仲間との共闘など，数々の体験が内在するスポーツ活動（橋本，2005；北井・橋本・石橋・小澤，

2013）の有効性が注目されている。文部科学省（1996，2013）は，スポーツ活動は青少年の「生

きる力」（今日のように変化が激しく，先行きが不透明で予測困難な社会環境で生きていくため

に必要な資質や能力）を育むものとし，青少年のスポーツ活動を奨励している。他にも，スポー

ツ活動の心理社会的効用として，ライフスキルの獲得（八田・清水・大後，2014；島本・石井，

2009），自尊感情や（Fox, 2000），レジリエンスの向上（八田・清水，2014；小林，2009），QOL

の増進（Rejeski，Brawley，& Shumaker，1996）などが報告されている。 

 しかしながら，実際にスポーツ活動を用いた介入策を検討するためには，どのようにスポーツ

活動を実施することが，どのような心理社会的効用をもたらすのかを，具体的に検討する必要が

ある。現在までに，スポーツ活動内容の差異が心理社会的効用に及ぼす影響に関して，例えば，

個人でスポーツを実施するのか，それとも友達や家族とスポーツを行うのかといった運動参加形

態の違いによって，ストレス反応の低減効果が異なることが報告されている（八田・清水・大後，

2013）。一方，橋本（2005）は，スポーツ活動における心理社会的効用を検討するうえで，実際

にスポーツ活動中にどのような体験をしたのかが重要であるとの見解を述べている。こうした観

点から，「練習や試合を通して体験した心に残るよい出来事や悪い出来事を含むエピソード」と

定義される，スポーツ活動におけるドラマチック体験量を測定するための「スポーツドラマチッ

ク体験尺度」が開発され（橋本・丸野・和田，2006），ポジティブ特性や競技特性不安などとの

関係が検討されている（北井他，2013）。また，大学の体育授業におけるスポーツ経験を具体的

に評価する「大学体育実技経験評価尺度」（島本・石井，2007）や，運動部活動におけるスポー

ツ経験を具体的に評価する「運動部活動経験評価尺度」（島本・石井，2008）も開発され，具体

的なスポーツ経験がライフスキルに与える影響について検討されている。 

このように，様々なスポーツ活動場面における心理社会的効用が検討されている中，本研究で
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は，日常生活を離れた，宿泊を伴うスポーツ活動に着目した。その理由として，日常生活を離れ

た非日常的な体験は，精神的，社会的側面などに望ましい効果を及ぼすことが期待できると考え

られていることが挙げられる（西田，2005）。例えば，非日常的な体験として，野外体験活動に

おける組織キャンプの効用が検討され，組織キャンプ体験前後において，「向社会的スキル」が

有意に向上したことなどが報告されている（西田，2005）。 

本研究の目的は，宿泊を伴うスポーツ活動における具体的な経験内容，およびそれに伴う心理

社会的効用を検討することである。その際，量的データに加え，質的データも分析の対象とする

ことにより，スポーツ活動中の経験や心理社会的効用をより具体的に検討することを試みる。な

お，宿泊を伴うスポーツ活動として，本研究では，大学におけるスポーツ実習科目に焦点を当て

た。 

 

【方法】 

1. 調査時期 

 調査は，2014 年 8 月 5 日―8 日に実施した。 

 

2. 調査対象 

調査対象は，関東にある A 大学において，「スポーツ文化Ⅳ ゴルフ実習」を履修する，計 11

名の学生（男性 9 名，女性 2 名，平均年齢 19.30 歳，SD=1.17）である。 

 

3. 調査方法 

 調査は，質問紙調査にて実施した。 

 

4. 調査内容 

1）基本的属性 

性別，年齢，学年，部活動やサークルへの所属の有無について回答を求めた。 

2）大学体育実技経験評価尺度（島本・石井，2007） 

 ゴルフ実習における具体的な経験内容を量的に測定する指標として，「大学体育実技経験評価

尺度」を用いた。本尺度は，「自己開示」，「他者協力」，「挑戦達成」，「楽しさ実感」の 4 因子 14

項目で構成される。例えば，「自己開示」は「人に自分の気持ちを伝えることができたことがあ

った」，「他者協力」は「同チームの仲間と励ましあいながらプレーしたことがあった」，「挑戦達

成」は「難しそうと思っていたことができたことがあった」，「楽しさ実感」は「和気あいあいと

した雰囲気の中でプレーしたことがあった」という項目などで構成される。調査は，実習の最終

日に実施され，「ゴルフ実習に参加した際に，感じたことや経験したことについて」という教示

文の下，「1：全く当てはまらない」―「4：とても当てはまる」の 4 件法で回答を求めた。 

3）ゴルフ実習における感想 

 ゴルフ実習における具体的な経験内容を質的に測定する指標として，参加した学生の自由記述

による感想を用いた。具体的には，初日から最終日までのそれぞれ 1 日ごとの感想、さらに，最

終日には実習全体の感想を求めた。 

4）大学生版ライフスキル尺度（八田他，2014） 

 ゴルフ実習における心理社会的効用を測定する指標として，「大学生版ライフスキル尺度」を
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用いた。本尺度は，「リーダーシップ」，「前向きな思考」など，12 因子 36 項目で構成される。

調査は，初日の開講式および最終日の閉講式で実施し，回答は，「1：全く当てはまらない」―「4：

とても当てはまる」の 4 件法で求めた。 

 

5. 分析方法 

1）ゴルフ実習における経験内容の評価（量的データ） 

 大学体育実技経験評価尺度の因子ごとに単純集計を行い，平均得点および SD を算出した。 

2）ゴルフ実習における経験内容の評価（質的データ） 

11 名分の自由記述によるゴルフ実習における感想を Text Mining Studio 5.0 で読み込んだ。

テキストは，ゴルフ実習における「1 日目」，「2 日目」，「3 日目」，「4 日目」，「全体」の 5 種類の

感想を分析対象とした。テキストマイニングを用いた分析は，データの基本統計量，単語頻度解

析，ことばネットワーク分析を行った。 

3）ゴルフ実習前後におけるライフスキルの経時的変化の検討 

 開講式および閉講式において調査を実施し，その平均値の差を対応あり t検定により検討した。 

 

6. 倫理的配慮 

本研究における調査は，回答しないことへの自由が保障されていること，研究以外には回収し

たデータを活用しないこと，個人の権益を損なうことが無いよう，人権擁護について配慮するこ

とを文章にて明記した。さらに，調査時に口頭においても説明を行い，参加者とのインフォーム

ドコンセントを行ったうえで調査を実施した。 

 

【結果】 

1. ゴルフ実習における経験内容の評価（量的データ） 

 量的データからゴルフ実習における経験内容を評価するために，大学体育実技経験評価尺度の

単純集計の結果を示した（Table 1）。どの因子についても，得点範囲に対し高い平均値を示し，

各因子ごとの回答の最大値は，各因子における最大得点を示した。 

 

Table 1 大学体育実技経験評価尺度の単純集計の結果 

因子名 得点範囲 最小値 最大値 平均値 SD 

F1: 自己開示 4 ― 16 9 16 13.55 2.46 

F2: 他者協力 4 ― 16 12 16 14.45 1.97 

F3: 挑戦達成 3 ― 12 8 12 10.45 1.51 

F4: 楽しさ実感 3 ― 12 9 12 11.36 1.12 

 

次に，各因子の度数分布を Table 2―Table 5 に示した。すべての因子において，最大得点にお

ける度数が最も多く，とりわけ，「楽しさ実感」については 11 名中 8 名，「他者協力」について

は 11 名中 6 名が最大得点をつけた（Table 2―Table 5）。 
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Table 2 自己開示の度数分布表 

得点 度数（%） 

9 1（9.1%） 

11 1（9.1%） 

12 3（27.3%） 

14 1（9.1%） 

15 1（9.1%） 

16 4（36.4%） 

計 11（100%） 

 

Table 3 他者協力の度数分布表 

得点 度数（%） 

12 4（36.4%） 

15 1（9.1%） 

16 6（54.5%） 

計 11（100%） 

 

Table 4 挑戦内容の度数分布表 

得点 度数（%） 

8 1（9.1%） 

9 3（27.3%） 

10 1（9.1%） 

11 2（18.2%） 

12 4（36.4%） 

計 11（100%） 

 

Table 5 楽しさ実感の度数分布表 

得点 度数（%） 

9 1（9.1%） 

10 2（18.2%） 

12 8（72.7%） 

計 11（100%） 

 

2. ゴルフ実習における経験内容の評価（質的データ） 

1）基本情報 

質的データからゴルフ実習における経験内容を評価するために，テキストマイニング分析を行

った。まず，11 名のテキストデータの基本情報を Table 6 に示した。全データの平均文字数は 44.3

字，総文字数（センテンス数）は 161 文，平均文長（文字数）は，15.1 字，延べ単語数は 860 個，

単語種別数は 447 個であった。語りの豊富さを示す指標であるタイプ・トークン比は，延べ単語

数と単語種別数から算出した結果（単語種別数／延べ単語数），0.52 であった。数値は比較的大

きいことから，用いられた単語が豊富であることが示された。 

 

Table 6 全テキストデータの基本情報 

 項目 値 

1 総行数 55 

2 平均行長（文字数） 44.3 

3 総文数 161 

4 平均文長（文字数） 15.1 

5 延べ単語数 860 

6 単語種別数 447 
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2）単語頻度解析 

 次に，単語頻度解析の結果を Figure 1 に示した。これらの中から，ゴルフ実習における経験内

容，および心理的な効用に関連する言葉として，「楽しい」や「難しい」といった言葉が考えら

れる。「楽しい」という言葉は，1 日目および 2 日目の感想にはみられないものの，3 日目，4 日

目，および全体の感想において頻出する。一方，「難しい」という言葉は，1 日目の感想からみ

られ，2 日目，3 日目，および全体の感想においてみられた。 

 

 

Figure 1 単語頻度解析の結果 

 

3）ことばネットワーク分析 

さらに，ことばネットワーク分析の結果を Figure 2 に示した。便宜的に，ゴルフ実習における

経験内容に関連すると思われることばネットワークを，図中の左側にまとめた。なお，人名など，

個人を特定できる単語については削除した。 

まず，「楽しい」，「気持ちいい」，「嬉しい」といったポジティブな心理的側面を含むことばネ

ットワークが示された。例えば，「楽しい」という言葉は，「合宿」・「あっという間」などの言葉

と結びつき，「気持ちいい」や「嬉しい」といった言葉は，「飛ぶ」・「球」といった言葉と結びつ

いた。他にも，「先生方―アドバイス―打つ＋できる」といったコミュニケーションの介入を想

起させることばネットワークや，「バンカー―手こずる」，「集中力―保つ」といった特定の場面

における経験内容を表すことばネットワークが示された。 
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Figure 2 ことばネットワーク分析の結果 

 

 

3. ゴルフ実習前後におけるライフスキルの経時的変化の検討 

 宿泊を伴うゴルフ実習における心理社会的効用を検証するために，ゴルフ実習前後におけるラ

イフスキルの経時的変化の検討を行った。対応あり t 検定の結果，開講式時に比べて閉講式時の

ほうが，「リーダーシップ」（t=-2.24，df=10，p<.05），「スケジュール能力」（t=-2.85，df=10，

p<.05），「自尊心」（t=-2.24，df=10，p<.05）の得点が，統計的に有意に向上した（Table 7）。 
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Table 7 対応あり t 検定の結果 

因子名 得点範囲 
開講式時 閉講式時 

t 値 
平均値 SD 平均値 SD 

コミュニケーション能力 3 ― 12 9.27 3.07 9.55 2.81 -0.58 

リーダーシップ 3 ― 12 7.36 1.96 8.36 2.66 -2.24
*
 

スケジュール能力 3 ― 12 7.64 2.06 9.09 2.55 -2.85
*
 

共感性 3 ― 12 9.09 1.92 8.91 1.97 0.32 

情報リテラシー 3 ― 12 8.60 1.58 8.90 1.20 -1.15 

自尊心 3 ― 12 7.64 2.11 8.64 2.42 -2.24
*
 

前向きな思考 3 ― 12 8.91 2.21 9.45 1.97 -1.03 

対人マナー 3 ― 12 9.36 1.58 9.73 1.90 -1.08 

将来設計 3 ― 12 8.73 1.90 9.09 2.26 -0.77 

自己学習 3 ― 12 7.91 1.45 7.09 1.97 1.58 

健康管理 3 ― 12 9.00 1.95 8.64 1.29 0.84 

社会規範 3 ― 12 9.82 2.23 9.73 1.95 0.23 

 

【考察】 

1. ゴルフ実習における経験内容の評価（量的・質的データ） 

本研究では，ゴルフ実習における経験内容について，量的・質的データを用いて検討を行った。

量的データを分析した結果，「自己開示」，「他者協力」，「挑戦達成」，「楽しさ実感」のすべての

因子において，得点範囲に対し，高い得点が得られた。とりわけ，「楽しさ実感」と「他者協力」

においては，参加者の半数以上が因子における最大得点をつけたことから，ゴルフ実習において

頻繁にそのような体験ができたことが予想される。また，通常の宿泊を伴わない大学の体育授業

において測定した先行研究（島本・石井，2007）と比較すると，すべての因子において本研究の

平均値の方が高かった。そのため，学部や学年の異なる他の学生と，学外において宿泊するゴル

フ実習は，より多くの「自己開示」，「他者協力」，「挑戦達成」，「楽しさ実感」に関する経験を，

参加者に対して提供していることが示唆された。 

 質的データを分析した結果，量的検討の結果を補完するような結果が得られた。単語頻度解析

においては，ゴルフ実習における経験内容に関連する言葉として，「楽しい」や「難しい」とい

った言葉が挙げられた。「楽しい」という言葉は，3 日目および 4 日目の感想において頻出し，「難

しい」という言葉は，1 日目・2 日目・3 日目の感想において頻出した（Figure 1）。この結果から，

実習に参加した学生は，実習が進むにつれて，ゴルフの難しさのみならず，ゴルフの楽しさもよ

り実感できるようになっていったと考えられる。 

ことばネットワーク分析においては，「楽しい」，「気持ちいい」，「嬉しい」といったポジティ

ブな心理的側面を含むことばネットワークや，「先生方―アドバイス―打つ＋できる」といった

コミュニケーションの介入や自己成長を想起させることばネットワーク，「バンカー―手こずる」，

「集中力―保つ」といった特定の場面における経験内容を表すことばネットワークが示された。

これらの結果から，実習に参加した学生は，具体的に，1）ゴルフ実習が楽しいものであったこ
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と，2）球が飛ぶと気持ちく良くて，嬉しくなること，3）アドバイスをもらい，上達したこと，

4）上手くいかない場面に遭遇したこと，5）ラウンド中は，集中する必要があったことなどを経

験したと考えられる。 

 

2. ゴルフ実習前後におけるライフスキルの経時的変化の検討 

本研究で対象とした宿泊を伴うゴルフ実習に参加した学生は，通常の体育の授業よりも多くの

有意義な経験をしたことが推察された（Table 1-5，Figure 1 および 2）。スポーツ活動に内在する

様々な経験は，心理社会的な効用をもたらすと考えられていることから，本研究では，「スポー

ツ活動がライフスキルの獲得を促す」という仮説のもと，ゴルフ実習前後におけるライフスキル

の経時的変化を検証した。その結果， ライフスキルを構成する 12 因子のうち，「リーダーシッ

プ」，「スケジュール能力」，「自尊心」の得点に，統計的に有意な向上がみられた（p<.05）。これ

らの結果から，先述の「自己開示」，「他者協力」，「挑戦達成」，「楽しさ実感」などの経験を多分

に含むと考えられる宿泊を伴うゴルフ実習が，参加者のライフスキルの獲得に，好ましい影響を

与えたと推察された。とりわけ，ゴルフ実習中における集団行動が，「リーダーシップ」や「ス

ケジュール能力」を促進したと考えられた。また，質的データの検討から推察されたように，「ア

ドバイスをもらい，上達した」というような自己成長を知覚するような経験が，「自尊心」の向

上に寄与したと考えられた。 

 

3. スポーツ活動による介入プログラム開発への示唆 

 本研究では，宿泊を伴うスポーツ活動として大学におけるスポーツ実習科目に焦点を当て，そ

こでの具体的な経験内容，およびゴルフ実習を通じた心理社会的効用を検討することを目的とし

た。分析の結果，宿泊を伴うゴルフ実習は，「自己開示」，「他者協力」，「挑戦達成」，「楽しさ実

感」に関連する経験を多分に含み，「リーダーシップ」，「スケジュール能力」，「自尊心」といっ

たライフスキルの獲得に寄与することが示唆された。また，通常の体育の授業と比較し，本研究

における「自己開示」，「他者協力」，「挑戦達成」，「楽しさ実感」に関する経験頻度が高いことか

ら，心理社会的スキルの獲得などを目的とした，スポーツ活動による介入プログラムは，宿泊を

伴う合宿形式やキャンプ形式で実施すると，より効果的であることが推察された。 

 

4．本研究の限界と課題 

 本研究における限界として，参加者の数が少ないこと，それに付随して量的・質的データ量が

絶対的に少ないことが挙げられる。そのため，本研究結果を一般化することは難しく，他の宿泊

を伴うスポーツ活動を対象に，調査を継続する必要がある。また，本研究においては，ゴルフの

種目特性について考慮していない。そのため，本研究結果は，ゴルフという種目自体に大きく影

響を受けたのか，それとも宿泊を伴ったことに大きく影響を受けたのかについては言及すること

はできない。今後は，様々なスポーツ種目において検討する必要がある。さらに，より効果的な

介入プログラムの開発に向けて，インタビュー調査およびテキストマイニング分析などを用いて，
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スポーツ活動から心理社会的効用を得るまでのプロセスについて検討することも大きな課題と

いえる。 
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